
行
基

の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開

米

山

孝

子

○
は

じ

め

に

世
界
の
英
雄
的
又
は
聖
人
的
人
物

に
は
凡
人
と
は
異
る
特
殊
な
誕
生
謂
が
付
帯
し
て
伝
説
化
さ
れ
て
い
る
の
が
常

で
あ
る
。
例
え
ば
ジ

ュ

リ
ア
ス

・
シ
ー
ザ
ー
が
母
の
脇
か
ら
出
生
し
(
1
)
、
釈
尊
が
無
憂
樹
の
下
で
右
脇
か
ら
生
ま
れ
(
2
)
、
老
子
は
母

の
胎
内

に
八
十

一
年
間
い
て
、

左

の
腋
を
わ
け
て
出
生
し
て
い
る
よ
う
に
(
3
)
、
或
い
は
ま
た
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
(
4
)
や
中
国
の
天
子
感
生
説
(
5
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

母
親
が
夢
に
異
常
な
体
験
を
し
、
蛇
や
竜
と
交
渉
を
持

つ
こ
と
に
よ

っ
て
漢

の
高
祖
が
誕
生
し
た
(
6
)
よ
う
に
な

っ
て
い
る
ご
と
く
、
例
を

あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
邉
な
い
。

我
国
で
も
同
じ
く
、
祖
師
、
高
僧
と
称
さ
れ
る
人
物
に
は
九
世
紀
末
頃
か
ら
誕
生
に
お
い
て
そ
う
し
た
説
話
が
付
帯
さ
れ
、
聖
徳
太
子

(五
七
四
-
六
ニ
ニ
)
や
空
海

(七
七
四
-
八
三
五
)
は
母
親
が
夢
に
金
色
の
僧
や
聖
人
を
感
じ
て
懐
妊
し
(
7
)
、
最
澄

(
七
六
七
-
八
二
二
)
は

父
親
の
神
仏
祈
願
を
通
し
て
、
い
わ
ゆ
る
神
の
申
し
子
と
し
て
の
誕
生
調
(
8
)
が
生
成
さ
れ

て
い
る
。

文
殊

の
化
身

と
尊
崇
さ
れ
た
行
基

(六
六
八
-
七
四
九
)
も
同
様

で
、
文
献
上

で
は

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
(九
八
六
年
)
を
初
出
に
異
常
誕
生
諺
が
加
わ

り
<
行
基
伝
>
と

し

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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て
の
形
態
が
整
備
さ
れ
、
行
基
伝
承
に
益
々
神
秘
化
の
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
の
行
基
の
異
常
誕
生
讃
を
通
し
て

の
行
基
の
異
常
誕
生
讃
の
意
味

目
初
出
の

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
至

っ
て
行
基
の
誕
生
謳
が
付
加
さ
れ
た
理
由

国

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
以
降
に
お
け
る
誕
生
説
話
の
文
学
的
展
開

の
三
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

註
(
1
)
ス
エ
ト

ニ
ウ
ス

『
皇
帝
列
伝
」
「
聖

ユ
リ
ス
ス
伝
」

(
2
)
『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻

1
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
1
1
2

(
3
)
『
酉
陽
雑
姐
』
巻

2
-
5
9

(
4
)
『
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
』

「
ア
レ
キ
サ

ン
ダ

ー
伝
」

(
5
)大
漢
和
辞
典

3
-
5
8
3
3
:
6
6
6
参
照

(
6
)
『
漢
書
」
「
高
祖
本
紀
」

(
7
)聖
徳
太
子
は

『
上
宮
聖
徳
太
子
補
閾
記
』
か
ら
、

空
海
は

『
太
政

官
符
案
井
遺
告
」
か
ら
記
さ
れ
、

そ
れ
以
前

の
文
献

に
は
母
親

の

懐
妊
説
は
記
述
さ
れ

て
い
な

い
。

(
8
)
『
叡
山
大
師
伝
』
『
比
叡
山
延
暦
寺
元
初
祖
師
行
業
記
』

の
行
基

の
異
常
誕
生
讃

の
意
味

行
基
の
誕
生
讃
は

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
(以
下

『
極
楽
記
」
と
略
称
)
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
つ

ま
つ
は

行
基
菩
薩
は
、
俗
姓
高
志
氏
、
和
泉
国
大
鳥
郡
の
人
な
り
。
菩
薩
初
め
て
胎
を
出
で
し
と
き
、
胞
衣
に
裏
み
纏
れ
り
。
父
母
忌
み
て
樹

ち
ま
た

あ

も
の
い

の
岐
の
上

に
閣
げ

つ
。
宿
を
経

て
こ
れ
を
見
る
に
、
胞
を
出

で
て
能
く
言
ふ
。
収
め
て
養

へ
り
。
少
年
の
時
、
隣
子
村
童
と
相
共
に
仏
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ほ
か

と
も
が
ら

な
な

法
を
讃
嘆
せ
り
。
余
の
牧
児
の
等
、
牛
馬
を
捨

て
て
従
ふ
者
、
殆
に
数
百
に
垂
む
と
す
。

(日
本
思
想
大
系
本
、

引
用
以
下
同
)

こ
の
よ
う
に
行
基
の
出
生
が
正
常
で
な
か

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
胞
衣

(胎
盤
)
に
包
ま
れ
て
出
生
し
た
の
で
、

そ
れ
を
忌
ん
で

(
嫌
い
避
け
て
)
樹
の
股
に
上
げ
置
く

(捨
て
置
く
と
も
解
釈
出
来
る
)
、
と
こ
ろ
が
宿

(
一
日
)
を
経
て
胞
か
ら
出
て
生
き
か
え

っ
た
の

で
、
改
め
て
養
い
育
て
る
こ
と
に
な

っ
た
、
そ
の
後
は
幼
少
の
頃
か
ら
仏
法
讃
嘆
に
特
殊
な
能
力
を
発
揮
し
て
高
僧

へ
と
成
長
し
て
い
く
、

と

い
う
所
謂
<
捨
て
子
>
の

モ
チ
ー
フ
を
有
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
各
国
の
偉
人
伝
承
に
重
な
る
出
生
讃
で
あ
る
(
1
)
。

つ
ま
り
、
人
間
生
活
と
共
存
し
に
く
い
事
情
を
も

っ
て
生
ま
れ
て
き
た
者
は

一
度
異
界
に
葬
る
。
或
い
は
聖
な
る
処
に
返
す
。
と
こ
ろ

が
、

一
定
期
間
を
経
て
生
き
の
び
た
り
、
拾
わ
れ
た
り
し
て
生
が
再
び
保
障
さ
れ
た
時
は
、
特
殊
な
力
が
付
与
さ
れ
て
人
間
界
に
寄
与
す

る
と
い
う
、
聖
な
る
も
の
の
再
生

(復
活
)
の
論
理
を
行
基
の
誕
生
讃
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
異
常
な
誕
生
が
忌
ま
れ
て

川

や
山
中
な
ど
の
異
界
に
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
我
国
の
場
合
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
、

イ
ザ
ナ
ミ
間
に
生
ま
れ
た
足
な
え
の
ヒ
ル

コ
が
ア
メ
ノ
イ
ワ
ク
ス
舟

(又
は
葦
船
)
に
乗
せ
ら
れ
て
海
に
流
さ
れ
る
話
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
行
基
説
話
と
同
時
代
に
見
ら
れ
る
例

と
し
て
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
(八
二
二
年
以
降
成
立
)
の
中
3
0
、中
3
1
、下
1
9
の話
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
し
む
ら

下
1
9
話
「産
み
生
せ
る
肉
団

の
作
れ
る
女
子
の
善
を
修
し
人
を
化
せ
し
縁
」
(
日
本
古
典
文
学
全
集

・
引
用
以
下
同
)
は
、

母
親
か
ら

よ
き
し
る
し

お
け

一
つ
の
肉
団
が
生
ま
れ
、
卵

の
よ
う
で
あ

っ
た
。
両
親
は

「祥
に
は
非
じ
」
と
し
て
笥
に
入
れ
て
山
の
石
中
に
蔵
め
、
七
日
経
て
見
に
行

く
と
、
そ
の
殻
が
開
い
て
女
子
が
生
ま
れ
て
い
た
。
両
親
は
こ
の
子
を
養
育
す
る
と
、
体

こ
そ
頭
と
首
が
く

っ
つ
い
て
顎
が
な
く
常
人
と

は
異
な

っ
て
い
る
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
利

口
で
七
歳
以
前

に
法
華
経
、

八
十
華
厳
を
転
読
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
後

に
出
家
し
て
尼
と
な

っ

て
も
他
の
高
僧
を
論
破
す
る
程
優
秀
で
、
人
々
か
ら
舎
利
菩
薩
と
名
付
け
ら
れ
て
尊
敬
さ
れ
た
(
2
)
という
も
の
で
、
行
基

の
誕
生
讃
と
ほ

ぼ
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
有
し
て
い
る
。
既
に
論
考
し
た
内
容
(
3
)
なの
で
詳
述
は
避
け
る
が
、
中
3
0
話
「
行
基
大
徳
、

子
を
携
ふ
る
女
人
の
過

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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あ
た

去

の
怨
を
視
て
、
淵
に
投
げ
し
め
、
異
し
き
表
を
示
し
し
縁
」
は
十
歳
に
な

っ
て
も
歩
く
こ
と
が
出
来
ず
、
た
だ
泣
き
わ
め
く
だ
け
の
男

児
を
川
に
捨
て
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
前
世
を
説
く
。
中
3
1
話
「塔
を
建
て
む
と
し
て
願
を
発
し
し
時
に
、
生
め
る
女
子
の
舎
利
を
捲
り

て
産
れ
し
縁
」
は
夫
が
七
十
歳
、
妻
が
六
十
二
歳
の
間
に
左
手
を
握

っ
た
ま
ま
開
か
な
い
女
児
が
生
ま
れ
る
が
、

高
齢
出
産
の
た
め
に

そ
な

す
な
は

い
と

ひ
だ

は
ぐ
く

「
根
具
は
ら
」
な
い
子
が
生
ま
れ
て
も
因
縁
あ

っ
て
の
我
が
子
だ
ろ
う
と
、
「酒
ち
嫌
ひ
棄
て
ず
し
て
、
慈
び
哺
し
育
む
」
と
養
育
す
る
。

そ
の
結
果
七
歳
に
な

っ
て
開
け
た
掌
か
ら
舎
利
二
粒
が
出
現
し
、
念
願
だ

っ
た
七
重
の
塔
を
建
て
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の

説
話
の
内
容
か
ら
は
不
具
な
出
生
の
子
は
捨
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
、
当
時
の
考
え
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
年

で
も
親
の
厄
年
に
生
ま
れ
た
子
と
か
、
虚
弱
体
質
に
生
ま
れ
た
子
は
、
道
の
辻
な
ど
に

一
旦
捨
て
、
拾
い
親
に
拾

っ
て
も
ら
う
と

い
う
擬
捨

て
子
の
慣
習
が
残

っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
(
4
)
の
も
こ
の
名
残
り
と
言
え
よ
う
。
芥
川
龍
之
介

(明
治
二
十
五
年
三
月

一
日
生
)
が

辰
年
辰
月
辰
日
辰
刻
の
出
生
で
、
し
か
も
父
が
四
十
三
歳
、
母
が
三
十
三
歳
共
に
厄
年
だ

っ
た
為
に
、
形
式
的
に
捨
て
子
に
さ
れ
拾
い
親

ま

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。
捨
て
る
場
所
は
主
に
山
中
で
あ

っ
た
り
川
や
海
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
所

は
異
界

(聖
な
る
場
所
)
と
の
境
界
に
あ
た
り
、
そ
こ
か
ら
生
き
返
る
、
又
は
連
れ
も
ど
す
と
い
う
こ
と
は
、
新
た
な
生
命
力
を
神
か
ら

付
与
さ
れ
て
蘇

っ
て
く
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

行
基

の
場
合
、
捨

て
た
場
所
は
木
の
股

(後
の
伝
承
で
は
榎
の
股
)
(
5
)
と
な

っ
て
い
る
。
木

の
股
も
道

の
辻
と
同

じ
よ
う
に
異
界
と
の

境
界
、
聖
な
る
入
口
、
神
の
座
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
日
で
の

「犬

ソ
ト
バ
」
と
呼
ば
れ
る
二
俣
に
な
る
木
の

板

を
墓
地

に
立

て
て
、
産
死
し
た
犬

の
復
活
や
蘇
生
を
願
う
信
仰
、
或
い
は
二
股
の
木
に
甘
酒
な
ど
を
あ
げ
て
百

日
咳
予
防
を
願

っ
た
り
、

夫
婦
松
、

子
安
松
な
ど
と
言

っ
て
二
股

の
木
に
復
活
、
豊
饒
、
縁
結
び
、
安
産
な
ど
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
の
も
同

じ
理
由
で
あ
る
(
6
)
。

く

の
が

『古
事
記
』
(上
巻
)
に
は
、
兄
た
ち
の
八
十
神
の
迫
害
か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
ノ
神
が

「
木
の
俣
よ

り
漏
き
逃
」

れ
て
ス
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サ
ノ
オ
の
支
配
す
る
根
の
国
に
入
り
、
そ
こ
で
様
々
な
試
練
を
受
け
て
オ
ホ
ク

ニ
ヌ
シ
ノ
神
と
名
を
か
え
、
地
上

の
国
を
支
配
す
る
話
が

ム
カ
ヒ
メ

あ
る
。
又
、

そ
の
続
き
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
神
の
嫡
妻

(正
妻
)
ス
セ
リ
ヒ
メ
を
恐
れ
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
神
の
子
を
み
こ
も

っ
た

稲
羽
の
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
は
生
ん
だ
子
供
を

「木
の
俣
に
刺
し
挾
み
て
返
り
」
、
そ
の
子
が
木
俣
神
、
御
井
神
と
名
付
け

ら
れ
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
話
か
ら
も
木
の
股
が

一
段
と
大
き
く
成
長
し
て
復
活
し
て
く
る
異
界
の
入
口
で
あ
り
、

同
時
に
子
供
を
預
け
て

成
長
を
願
う
神
秘
な
場
所
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
山
岳
民
族
で
あ
る
ピ
ー

・
ト
ン
グ

・
ル
ア
ン
グ
族
の
女
性
に
は
お
産
後
の
後
産
を
葉
に
く
る
ん
で
木
の
上
に
置
い
て

お
く
と
い
う
風
習
が
あ
り
(
7
)
、
そ
れ
に
対
し
て
井
本
英

一
氏
は
、
後
産
を
木

の
上

に
置
く
の
は
人
間
が
木
か
ら
生

ま
れ
る
と
い
う
観
念
が

残

っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
(
8
)
。
後
産
を
境
界
に
も
ど
す
こ
と
は
種
が
絶
滅
し
な
い
た
め
の
呪
術
で
あ
っ
て
、

木
が
人
間
の
い
わ
ば
母
胎

で
あ
る
と
い
う
観
念
が
こ
の
地
方
の
民
族
に
広
く
見
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

行
基
の
木
の
股
の
胞
衣
も
同
じ
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
日
本

で
は
後
産
を
軒
下
、
墓
地
、
便
所
の
そ
ば

の
土
中
、
産
室
の
床
下
な
ど
、
境
界
と
見
な
さ
れ
る
所
に
埋
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
木
の
股
を
も
含
む
境
界
の
空
間
と
は

稼
れ
を
追
い
放

つ
と
同
時
に
、
新
た
な
生
命
力
を
保
障
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
し
た
観
念
に
従

っ
て
か
、
翌
日

に
は
も
う
木
の
股
よ
り
神
聖
な
力
が
注
入
さ
れ
て
再
生
し
、
行
基
は
早
く
も
奇
瑞
を
示
し
、
幼
く
し
て
仏
法
讃
嘆
に
多
く
の
人
々
を
教
導

も
の
い

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
誕
生
後
の
神
異
現
象
は
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
初
出
の

「
能
く
言
ふ
」
か
ら

「
尊
勝
陀
羅
尼
」
(『
行
基
菩
薩

伝
」)
「大
佛
頂
陀
羅
尼
」
(
『沙
石
集
』)

へ
と
変
化
し
て
い
き
、
初
出

で
は

「男
女
老
少
」
を
感
動
さ
せ
た
仏
法
讃
嘆
も

『
今
昔
物
語
」

に
至
る
と
民
衆
ど
こ
ろ
か
郡
司
、
国
司
、
天
皇
ま
で
と
拡
大
し
て
、
そ
の
神
異
力
に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
胞
衣
で
生
ま
れ
た
行
基
の
異
常
誕
生
讃
と
は
捨
て
子
の
モ
チ
ー
フ
に
再
生
の
論
理
を
内
包
し
て
、
特
殊
な
能
力
を
発
揮

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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さ
せ
る
と
い
う
民
俗
的
な
発
想
上
に
成
立
し
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註
(
1
)玄
も

は
危
機
か
ら
逃
れ
る
た
あ
母

に
左
足

の
小
指
を
咬
み
切
ら
れ

川

に
流
さ
れ

る

(
『
西
遊
記
」
第
九
回
)
、
オ
イ

デ
プ

ス
王
は

ア
ポ

ロ
ン
の
神
託

に
そ
む

い
て
出
生
し
た
子
な

の
で
踵

に
ピ

ン
を
刺
さ

れ

て
ヰ
タ
イ

ロ
ン
の
山
中

に
捨

て
ら
れ
た

(
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス

『
オ

イ
デ
プ
ス
王
』
)
、
勇
士

サ
ー
ム
は
白
髪

で
生
ま
れ
た
息
子
ザ

ー
ル

を
人
里
離
れ
た
山

に
捨

て
る

(『
王
書
』
「
ザ

ー

ル
の
巻

」
)

等

類

例

は
多

い
。

(
2
)肥
後
国
八
代
郡
豊
服
郷
人
、

豊
服
広
公
之
妻
懐
妊
、

宝
亀

二
年
辛

亥
冬
十

一
月
十
五

日
寅
時
、

産
コ
生

一
肉
団

(
其
姿
如

レ
卵
。

夫

妻

謂
二
為
非

7祥
、

入

レ筍
以
蔵
コ
置
之
山
石
中

(
、
逞
二
七

日

(而

往
見

之
、

肉
団
殻
開
、

生
二
女
子

一焉
。

父
母
取

レ之
、

更
哺

レ乳
養
。

見

聞
人
、

合
国
無

レ不

レ奇
。

経
二
八
箇

一月
、

身
俄
長
大
、
頭
頸
成
A
只

異

レ人
無

レ頼
。

身
長

三
尺
五
寸
。

生
知
利

口
、
自
然
聡
明
。

七
歳

以
前
、

転
コ
読
法
華
八
十
花
厳
諭

(引
用

・
日
本
古
典
文
学
全
集
)

(
3
)拙
稿

『
日
本
霊
異
記
」
中
巻
第

三
十
縁
考
-
「
子

を
淵
に
捨
て
る
」

説
話

の
成
立
事
情
1

(仏
教
文
学
13
号
、
平
成
元
年
三
月
)

(
4
)大
藤
ゆ
き
氏

『
児
や
ら

い
」
(
民
俗
民
芸
双
書

2
6
、岩
崎

美
術

社

刊
、

昭
和
四
十
三
年
四
月
)
、
宮
田
登
氏

『
神

の
民
族
誌

』

(岩
波

書
店
、

一
九
七
九
年
)
等
参
考

(
5
)渡
辺
昭
吾
氏

『
歌
垣

の
研
究
』
「
斎

の
木
問
答
」
(三
弥
井
書
店
刊
、

昭
和
五
十
六
年
二
月
)
に
よ

る
と
、

榎
は
空
洞
が
多
く
神
が
鎮

ま

り

ゆ

や
す

い
神
樹
と
し

て
聖
域

に
た

て
ら
れ

る

「
斎

の
木
」
と
み
な
さ

れ
、

ユ
ノ
キ
と
は
貴
と
賎
、

浄
と
稼
を
区
別
す

る
こ
と
を
標
し

た

清
浄

の
木

で
あ
り
、

誰

っ
て
固
有
名
詞
化
し
、
ヤ
ノ
キ

・
エ
ノ
キ

・

ユ
ノ
キ
に
定
着
し
た
、

と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

(
6
)石
上
堅
氏

『
日
本
民
俗
語
大
辞
典
』
参
考

(
7
)ベ
ル
ナ

ツ
ィ
ー
ク
著
、

大
林
太
良
訳

『
黄
色

い
葉

の
精
霊
」
平
凡

社
、

一
九
六
八
年

(
8
)
『
習
俗

の
始
源
を
た
ず
ね

て
」
「
木

の
枝
と

再
生

」

(法
政
大
学
出

版
局
、

一
九
九
二
年
二
月
)

の

説
話

の
<
伝
>
記

化

次

に
、
行
基

の
誕
生
謂
が
何
故

『極
楽
記
』

の
段
階

で
付
帯
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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行
基

の
個
別
的
な
説
話
が
<
伝
>
へ

の
傾
向
を
帯
び
て
い
く
過
程
は
、

『
日
本
霊
異
記
』

に
七
話
あ

っ
た
行
基

説
話
が

『
三
宝
絵
』

(
九
八
四
年
)
中
巻
三
話
の
段
階
で
か
な
り
集
成
さ
れ
、
そ
の
二
年
後

に
完
成
し
た

『極
楽
記
』

で
は
今
ま
で
な
か

っ
た
誕
生
諺
が

一
話

の

中

に
付
加
さ
れ
て
、
誕
生
か
ら
入
寂
ま
で
の
小

一
代
記
が
成
立
す
る
と
い
う
形
で
展
開
し
て
い
る
。
『極
楽
記
』
は
永
観
二
年

(九
八
四
年
)

に

一
た
ん
完
成
す
る
が
、
聖
徳
太
子
と
行
基
に
つ
い
て
は
編
者
保
胤
が
出
家
後
に
夢
想
を
感
じ
て
書
き
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
追
補

さ
れ
た
冒
頭
の
聖
徳
太
子
伝
は
、
夢
に
金
色
の
僧
が
母
妃
の
口
中
に
入

っ
て
懐
妊
す
る
と
い
う
例
の
異
常
誕
生
讃
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
為
に
、
行
基
も
そ
れ
に
な
ら
お
う
と
し
て

『三
宝
絵
』
に
は
な
か

っ
た
誕
生
讃
を
採
集
付
加
し
、
〈
行
基
伝
〉
と
し
て
の
形
態
を
整

え
た
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
伝
に
つ
い
て
は
既
に

『三
宝
絵
』
に
も
ほ
ぼ
同
じ
形
で
記
録
さ
れ
、

『
極
楽
記
』

所
収
の
も
の
は

『聖
徳
太
子
伝
暦
』
と

『
日
本
書
紀
』
を
参
考
に
し
て
製
作
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
(
1
)
、
行
基
の
場
合
、

こ
の
誕
生

讃

が
ど
の
資
料
に
依
拠
し
て
導
入
さ
れ
た
の
か
は
判
明
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
幾

つ
か
の
資
料
を
想
定
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
三
宝
絵
』

の
行
基
説
話

の
依
拠
資
料

に

『
日
本
霊
異
記
』
と
今
は
散
秩
し
た
小
野
仲
広
撰

『
日
本
国
名
僧
伝
』
が
本
文
末
尾
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、

『
日
本
国
名
僧
伝
』

に
誕
生
讃
が
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

『三
宝
絵
』
の
段
階
で
記
述
さ
れ
て

い
て
も
よ
い
わ
け
だ

が
、
『三
宝
絵
』
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り

『
日
本
国
名
僧
伝
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

次
に
想
定

で
き

る
成
立
年
時
不
明
の

『
行
基
菩
薩
伝
」
は

『
行
基
年
譜
」
(安
元
元
年
=
一
一
七
五
)
に

『
三
宝
絵
』
と
共

に
資
料
と

さ
れ
て
い
る
重
要
な

記
録
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
誕
生
諺
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

即
産
出
形
見
元
生
物
也
。
因
藪
納
土
盆
。
従
家
有
西
方
大
榎
ノ
俣
辻

二
差
捨
置
リ
。
其
後
日
來
之
間
。
時
奉
讃
尊
勝
陀
羅
尼
聲
聞
力
榎

上
。
此
聲
驚
奇
テ
。
彼
盆
取
下
見
者
。
件
子
有
存
生
。
愛
化
身
者
奉
畏
テ
養
者
。
自
然
顕
菩
薩
之
名
給
矣
。

(続
群
書
類
従
十
五
下
、
引

用
以
下
同
)

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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従

っ
て
、
『行
基
菩
薩
伝
』
を

『極
楽
記
』
以
前
の
成
立
と
見
な
し
て
こ
こ
か
ら
の
引
用
と
考
え
て
み
て
も
、
『極
楽
記
』
は
誕
生
謂
以
外

は
全
て

『
三
宝
絵
』
に
依

っ
て

『
三
宝
絵
』
に
は
な
い

『行
基
菩
薩
伝
』

の
説
話
を

一
つ
も
導
入
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先

の

『
極
楽
記
』
の
誕
生
諺
と
較
べ
て
も

「土
盆
に
納
め
る
」
「
大
榎
ノ
俣
辻
」
「
尊
勝
陀
羅
尼
」

と
か
な
り
具
体
的

に
な

っ
て
い
る
の
で
、

『
行
基
菩
薩
伝
』
は

『極
楽
記
』
以
降
の
成
立
と
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
最
近
の
研
究
で
の
中
国
の
高
僧
伝
の
類

が
日
本

の
上
代
高
僧

伝
や
卒
伝
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
見
解
(
2
)
に
示
唆
さ
れ
て

『
梁
高
僧
伝
」
(五

一
九
年
)
や

『漢
高
僧
伝
」
(六
四
五
年
)
に
あ
た

っ
て
み
た
が
、

こ
れ
ら
に
は
出
自
の
記
述
に
神
仏
の
申
し
子
的
な
出
生
諌
は
少
し
見
ら
れ
て
も
、
誕
生
時

の
詳
細
な
状
況
か
ら
記
述
さ
れ

て
い
る
も
の
は

一
話
も
な
い
。
部
分
的
に
僧
侶
の
評
価
に
行
基
と
通
ず
る
も
の
は
見
出
せ
る
が
(
3
)
、
行
基

の

一
代

記
と
し
て
、

説
話
が

<
伝
>
記

化
さ
れ
る
段
階
で
は
、
中
国
の
高
僧
伝
の
叙
述
、
表
記
か
ら
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『極
楽
記
』

に
於

い
て
、
出
生
時

の
異
相

(異
常
)
が
記
述
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
聖
徳
太
子
、
行

基
の
他
に
円
仁
、

増

命
、
千
観
が
い
る
。
慈
覚
大
師
円
仁
は

「紫
雲
の
瑞
あ
り
て
」
生
ま
れ
、
増
命
は
仏
の
申
し
子
と
し
て
誕
生
、
千
観
は
観
音
の
申
し
子
と

し
て
夢
に
蓮
華

一
茎
を
得
、

そ
の
後
に
懐
妊
し
た
と
あ
る
。
ち
な
み
に

『法
華
験
記
』
(
一
〇
四
〇
-
一
〇
四
四
年
)
も
参
考

に
あ
げ
る
と
、

上

16
の
愛
太
子
山
の
仁
鏡
聖
と
下
83
の
源
信
が
申
し
子
と
し
て
誕
生
、
中
45
の
性
空
上
人
が
左
手
に
針
を
握

っ
て
誕
生
、
下
9
8
の肉
団
か

ら
生
ま
れ
た
舎
利
菩
薩

(『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
引
用
)
等
が
新
た
に
加
わ

っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
例
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
高
僧
が
<
伝
>
と

い
う
形
で
体
系
を
整
え
よ
う
と
す
る
時
、

よ
り

一

層

の
神
聖
化
を
計
る
べ
く
言
動
の
霊
験
と
共
に
誕
生
の
奇
瑞
を
粉
飾
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
基
説
話
も

『極
楽

記
』

の
段
階

で
<
伝
>
と

し
て
の
小

一
代
記
が
整
備
さ
れ
た
時
に
、
聖
徳
太
子
等
の
例
に
な
ら

っ
て
神
秘
的
な
誕
生
潭
の
必
要
が
あ

っ
て

採
集
付
帯
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
胞
衣
の
ま
ま
出
生
す
る
と
い
う
誕
生
の
型
が
何
に
由
来
す
る
も
の
か

は
不
明
と
す
る
し
か
な
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い
(
4
)
。
既
に
見

て
き
た

『
日
本
霊
異
記
』
下
19
の
肉
団
で
生
ま
れ
た
女
子
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、
行
基

の
そ
う
い
う
異
常
誕
生
課
が
巷
間

に
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
か
、
或
い
は
そ
れ
が

「其
姿
如
レ卵
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

『賢
愚
経
』
や

『雑
宝
蔵
経
』

等
の
仏
典

に

見
ら
れ
る
卵
生
誕
生
を
変
形
さ
せ
た
出
生
伝
承
が
あ

っ
た
も
の
か
は
確
と
判
断
出
来
な
い
が
、
木
の
股
に
捨

て
置
か
れ
た
り
、
出
生
後
の
成

長

に
驚
異
的
な
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
な
ど
、
異
常
誕
生
と
捨
て
子
の
モ
チ
ー
フ
に
は
我
国
の
民
俗
的
文
学
的
伝
統
を
汲
み
と
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
れ
は
見
方
を
広
げ
れ
ば
中
国
の
天
子
感
生
説
や
仏
典
の
卵
生
説
話
、
安
南
の
『嶺
南
撫
怪
列
伝
」
に
あ

る
捨
て
た
胞
衣
か
ら
百

卵
生
じ
脾
化
し
て
百
男
に
な

っ
た
話
(
5
)
、
又
は
捨
て
子
か
ら
英
雄

へ
と
成
長
す
る
英
雄
誕
生
謂

へ
と
繋
げ
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
行
基
も
含
め
る
我
国
の
高
僧

の
異
常
誕
生
謳
は
、
本
格
昔
話
の
よ
う
に
、
異
常
誕
生

の

一
代
記

の
よ
う
な
個
別

の
説
話
と

し

て
生
成
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

一
代
記
的
な
<
伝
>
と

し

て
の
説
話
が
作
成
さ
れ
る
必
要
の
あ

っ
た
時

に
、

よ
り

一
層
の
神
秘

性
、
聖
人
性
を
与
え
る
た
め
に
付
帯
的
に
後
か
ら
そ
の
パ
タ
ー
ン
に
従

っ
て
生
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

註
(
1
)
『
往
生
伝

・
法
華
験
記
』
(
岩
波
思
想
大
系
)

の

『
日
本

往
生

極

楽
記
」
補
注

に
よ
る

(
2
)藏
中
し

の
ぶ
氏

「
わ
が
国
初
期
僧
伝

の
形
式
-
『
梁

高
僧
伝
』

「
訳
経
」
篇

の
日
本
的
変
容
-
」
(
仏

教
文
学
第
15
号
、
平
成
三
年

三
月
)

(
3
)藏
中
し

の
ぶ
氏

「
和
光
同
塵

・
上
代
高
僧
伝

の
思
想

『
日
本

霊
異
記
」
行
基
物
語
化

の
背
景
-
」
(
上

代
文
学
第
66
号
、

一
九
九

一
年
四
月
)
/
拙
稿

「
『
日
本
霊
異
記
』

に
お

け

る
行
基

の
神

通
力

説

話
-
そ

の
教
理
的

・
説
話
的

遡
源
を
考

え
る
-
」
(
高

野
山

大
学
国
語
国
文
1
7
、
1
8
、
1
9
合

併
号
、

一
九
九
二
年
十
二
月
)

(
4
)学
会

発
表

席
上

で
、
桃
太
郎

の
桃
、

瓜

子
姫

の
瓜

の
よ
う
に
、
子

を
包
み

こ
む
も

の
を
胎
盤
と
同
じ
よ
う
に
発
想
し

て
も
よ

い
の
で

は
な

い
か
と

い
う
教
示
を
斎
藤
寿
始
子
氏
か
ら
受
け
た
。

(
5
)宮
崎
市
定
氏

『
ア
ジ

ア
史
概
説
」
『
嶺
南
撫
怪
列
伝

」

巻

一

「
鴻

彪
氏
伝
」
(学
生
社
、

一
九
七
三
年
)
。井
本
英

一
氏

『
王
権

の
神
話
』

「
I
I
始祖

の
誕
生
」
(法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
九
〇
年

一
月
)
を
通

し

て
こ
の
資
料
を
知
る
。

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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日

行

基

誕
生
謂

の
文

学
的

展
開

異
常
誕
生
諺
の
付
帯
す
る
行
基
説
話
を
文
献
上
に
追

っ
て
み
る
と
、
『極
楽
記
』

の
内
容
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
も
の

(『
法
華
験

記
』
『扶
桑
略
記
」
『元
亨
釈
書
』)

の
ほ
か
に
、
新
た
に
両
親

の
出
自
を
か
ら
め
て
誕
生
諏
に
文
学
的
意
味
を
も
た

せ
て
発
展
的

に
成
立

し

て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。

そ
れ
ら
に
は
行
基
の
母
方
の
出
自
を
疑
め
て
伝
え
る

『沙
石
集
』
や

『行
基
大
菩
薩
行
状
記
』
の
あ
り
方
と
、

も
う

一
つ
は

『行
基
菩

薩
縁
起
図
絵
詞
』
や

『行
基
菩
薩
講
式
」
の
よ
う
に
、
行
基
の
出
自
を
王
胤
の
流
れ
を
く
む
貴
種
と
し
て
過
大
評
価
的
に
捉
え
る
あ
り
方

と

の
二
様
の
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)
『
沙
石
集
』
と

『行
基
大
菩
薩
行
状
記
』

先
ず
は
じ
め
に
行
基
の
誕
生
に
関
し
、
母
の
出
自
を
卑
し
め
る
も
の
と
し
て

『沙
石
集
」
(
一
二
八
三
-
一
三
〇
八
年
)
巻
第
五
末

「
行

基
菩
薩
御
歌
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ろ
ぶ
と

行
基
菩
薩

ハ
、
和
泉
国

二
降
誕

〔
シ
〕
、
薬
師
ト
云
下
女
ノ
腹

二
宿
リ
給

ヘ
リ
。
心

太
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
物
生
ジ
タ
リ
ケ
レ
バ
、

ア
ヤ
シ
ミ

テ
、
鉢

二
入
テ
門

ノ
榎

ノ
マ
タ
ニ
指

ア
ゲ
テ
置

ヲ
、
乞
食

ノ
沙
門
、
彼
家

二
望
テ
聞

二
、
鉢

ノ
中

二
、
大
佛
頂

陀
羅
尼

ノ
聲
シ
ケ

レ

バ
、
此
鉢

ノ
中

ノ
物
、

ヤ
ウ
ア
ル
ベ
シ
ト
テ
、
教

ヘ
テ
ヨ
ク
ヲ
カ
シ
ム
、
日
敷

ヘ
テ
後
、

ウ
ツ
ク
シ
キ
童
子

一
人
出
來
ル
。
即
成
人

シ

テ
、
東
大
寺
大
佛
殿

ノ
勧
進

ノ
聖
ト
成
給

ヘ
リ
。

(岩
波
古
典
文
学
大
系
)

右
記
の
中

で
、
母
親
が

「薬
師
と
い
う
下
女
」
と
な

っ
て
い
る
の
は

『霊
異
記
」
中
巻
七
縁

「智
者
の
変
化
の
聖
人
を
誹
り
妬
み
て
、
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現

に
閻
羅
の
閾
に
至
り
、
地
獄

の
苦
を
受
け
し
縁
」
の
行
基
の
出
自
に

「母
は
和
泉
国
大
鳥
郡
の
人
、
蜂
田
薬
師
な
り
」
と
あ
る
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
下
女
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
の
は

『行
基
菩
薩
伝
」
で
文
殊
の
化
身
で
あ

る
行
基
が

「為
蒼
生
利

益
、
求
下
界
母
胎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
次
第

に

『行
基
大
菩
薩
行
状
記
」
の

「衆
生
利
益
の
た
め
に
は
、
菩
薩
の
道
に
と
ど
ま

る
。
か
る
が
ゆ
え
に
し
ば
ら
く
下
位
の
母
胎
に
託
生
し
て
。
終

に
吾
朝

の
貴
賎
を
虚
脱
す
」
(続
群
書
類
従
十
五
下
、

引
用
以
下
同
)
と

い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『行
状
記
』
の
特
徴
は
父
方
は
名
前
だ
け
で
そ
の
系
譜
を

一
切
導

入
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
<

一
夜
妊
み
>
の
形
で
行
基
を
異
常
誕
生
さ
せ
、
貧
し
い
母
に
孝
養
を

つ
く
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
と
い
う
展
開
に
な

っ
て

い
る
。
文
章
の
調
子
や

『沙
石
集
』
と
の
共
通
点
を
見
る
た
め
に
誕
生
謳
の

一
部
分
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

父
は
和
泉
国
大
鳥
の
郡
住
人
高
志
の
宿
禰
貞
知
。
母
は
同
国
家
原
の
庄
の
蜂
皿
の
薬
師
女
是
な
り
。
貞
知
は
あ

ひ
み
し
夜
は
の
面
影
よ

り
ほ
か
は
。
た
ま
さ
か
か
よ
ふ
玉
章
の
。
む
す
ぶ
契
の
は
て
も
な
く
な
り
ぬ
る
間
。
又
た
の
む
べ
き
た
づ
き
も
お
ぼ
え
ず
。
も
と
よ
り

貧
弊
の
家
に
む
ま
れ
て
。
夏
冬
の
更
夜
に
も
の
う
く
。
深
窓
に
た
く
は
へ
と
も
し
く
し
て
。
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
の
煙
た
え
た
り
。
か
か
る

身
に
し
も
。
う
み
た
る
子
を
見
れ
ば
、
普
通
の
赤
子
に
は
あ
ら
ず
し
て
。
か
た
ち
心
だ
に
に
た
り
。
母
こ
れ
を

み
て
あ
や
し
み
お
そ
れ

て
。
土

の
鉢
に
い
れ
て
外
居
の
中
に
お
さ
め
。
居
所
よ
り
西
の
方
に
あ
り
け
る

一
本
の
榎
木
の
俣
に
。
こ
れ
を
お
く
。

そ
の
日

一
人
の

修
行
者
来

て
。
宿
を
か
り
て

一
夜
を
ふ
る
ほ
ど
に
。
夜
半
ば
か
り
に
な
り
て
。
か
の
木
の
う
へ
に
蜂
の
な
く
が
こ
と
く
し
て
。
こ
と
の

ゆ
ふ
聲
き
こ
え
け
る
間
。
心
を
し
ず
め
。
耳
を
そ
ば
だ
て
て
き
け
ば
。
妙
な
る
小
音
に
て
。
大
佛
頂
の
究
を
請
す
る
と
聞
な
し
て
。
修

行
者
あ
や
し
み
よ
り
て
み
れ
ば
。
う

つ
は
も
の
の
中
に
。
か
た
ち
端
厳

の
小
見
あ
り
け
り
。
養
育
扶
持
す
る
ほ
ど
に
。
御
成
人
す
と
い

へ
り
。

こ
の
よ
う
に
文
章
は
流
暢
な
七
五
調
で
和
文
の
語
り
物
の
調
子
を
整
え
て
い
る
。

『
沙
石
集
」

と
は
、
出
生

の
形
が
胞
衣

で
は
な
く

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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コ

コ

ロ

フ

ト

心

太

(
ト
コ
ロ
テ
ン
の
異
称
)
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
入
れ
も
の
が
鉢
、

木
が
榎
、
赤
子
の
声
が
大
仏
頂
陀
羅
尼

と
な

っ
て
共
通
点
が

多

く
、
『極
楽
記
』
と
の
問
に
先
に
紹
介
し
た

『
行
基
菩
薩
伝
』
を
置
い
て
み
る
と
、
そ
の
変
容
過
程
が
具
体
的

に
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
母
方
が
必
要
以
上
に
低
く
見
ら
れ
て
い
る
も
う

一
つ
の
理
由
に
、
『
行
基
年
譜
』
(
一
一
七
五
年
)
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

『
行
基
年
譜
』
は
三
十
七
歳
ま
で
の
前
半
部
が
欠
落
し
て
お
り
、
残
る
部
分
に
は
行
基
の
誕
生
諺
は
叙
述
さ
れ
て
い
な

い
。
恐
ら
く
前
半

部

に
行
基
の
両
親
の
出
自
や
系
譜
、
出
生

に
関
す
る
事
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
、
最
後
に
付
さ
れ
て
い
る
編
者
泉

高
父
の
践
文
か
ら
少
し
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

依
二弘
経
之
卉

一者
、
出
生
有
二
二
縁

一云
々
、
所
謂
貴
種
善
種
也
、

高
志
者
貞
知
者
、

漢
朝
為
二
貴
種

一
、
日
域
為
二
善
種
-
矣
、
但
王
胤

錐
・貴
他
州
客
為
・民
、
賎
家
難
・疎
極
位
人
已
貴
矣
、
讐
如
三嬬
女
産
二高
祖
一
、猶
似
三
鹿
母
宿
二獣
腹

-
矣
、
抑
斎
朝
養
二千
駆

一恥
顯
二死

後
一
、首
陽
食
二
紫
蕨
一仁
傳
二
後
代
一者
也
、
由
余
者
戎
之
賢
臣
也
、
秦
稜
公
賞
以
二客
禮

一
、
王
仁
者
漢
之
文
人

也
、

我
欽
明
顧
以
二
能

地
一矣
、

(続
々
群
書
類
従
第
三
、
傍
線
筆
者
)

右

の
文
面
に
は
父
親
の
高
志
貞
知
が
漢
朝
の
王
胤
、
貴
種
の
流
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
詳

し
い
記
録
が
前
半
部
に

あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
問
題
は
傍
線
部
分
の
文
章

で
あ
る
。
「讐
え
ば
嬬
女
の
高
祖
を
産
む
が
如
く
(
1
)
、
猶

し
鹿
母
の
獣
腹

に
宿

せ
る
に
似
た
り
」
(
2
)
と
い
う
比
喩
は
、
生
ま
れ
る
腹
は
下
賎
の
身
や
獣
身
で
あ

っ
て
も
、
生
ま
れ
た
子
は
漢
の
高
祖

や
梵
予
王

の
鹿
母
夫

人

の
よ
う
に
高
貴
な
人
と
な

っ
て
い
る
の
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
男

の
出
自
を
高
く
見
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
母
腹
を

低

い
も
の
の
喩
え
で
表
わ
す
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
漢
の
高
祖
、
鹿
母
夫
人
の
い
ず
れ
も
異
常
誕
生
の
例

で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
表
現
の

影
響
が
母
親
の
身
分
の
低
さ
に
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
資
料
と
し
て
最
も
信
頼

で
き
る

『大
僧
正
舎
利
瓶
記
』

(
七
四
九
年
)
に
よ
る
と
、

-38-



俗
姓
高
志
氏
。
豚
考
諦
才
智
。
字
智
法
君
之
長
子
也
。
本
出
二
於
百
済
王
子
王
爾
之
後
一焉
。
腋
批
蜂
田
氏
。
諦
古
爾
比
売
。
河
内
国
大

鳥
郡
蜂
田
首
虎
身
之
長
女
也
。

(寧
楽
遺
文
)

と
あ

っ
て
、
我
国
に
あ

っ
て
は
父
方

の
高
志
氏
が
母
方
の
蜂
田
首
よ
り
少
し
上
位
の
帰
化
人
氏
族
で
あ

っ
た
(
3
)
。

(
2
)
『
行
基
菩
薩
縁
起
図
絵
詞
』

行
基
の
出
自
が
百
済
の
王
胤
の
流
れ
を
く
む
貴
種

で
あ
る
こ
と
を
必
要
以
上

に
強
調
し
て
い
る
伝
承
は

『行
基
菩
薩
縁
起
図
絵
詞
」
に

代
表
さ
れ
る
。
高
野
山
正
智
院
架
蔵
の
こ
の

『
絵
詞
」
は
堺
の
家
原
寺
蔵
の
三
幅

の

『
行
基
菩
薩
絵
伝
」

に
対
応

し
て
製
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
『絵
詞
』
の
序
文
に
よ
る
と
撰
者
は
行
覚
、
正
和
五
年

(
一
三

一
五
)
の
完
成
で
、
巻
上
中
下
に
わ
か
れ
て
い
る
。
巻
上
は
漢
高

祖
劉
邦
と
楚
項
羽
の
説
話
が
十
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
、
『大
僧
正
舎
利
瓶
記
』
や

『行
基
菩
薩
伝
』
に
従

っ
た
百
済

王
子
王
仁
の
後
商
説

を

さ
ら
に
漢
人
に
ま
で
遡
ら
せ
、
行
基
が
貴
種
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を

一
層
強
調
す
る
た
め
に

「
行
基
菩
薩
始
祖
者
、
異
朝

漢
高
祖
也
」
と
書
き
起
こ
し
て
、
高
祖
↓
王
仁
↓
行
基

へ
の
系
譜
を
<
菩
薩
祖
宗
篇
>
(『
絵
伝
』)
と

し
て
体
系
化

し
て
い
る
。

巻
中
は

百
済
国
王
仁
来
朝
か
ら
香
林
寺
建
立
に
至
る
十
五
項
目
に
わ
た
っ
て

『絵
伝
』
の
<
四
十
九
院
建
立
篇
>
に
対
応
す
る
も
の
で
、
こ
の
中

巻

二
番
目
の

「菩
薩
誕
生
絵
篇
第
十
二
」
に
行
基
異
常
誕
生
謂
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
巻
下
は

『絵
伝
』
の
<
菩
薩
御
遺
戒
篇
>
に

対
す
る
絵
詞
で
、
波
羅
門
僧
正
来
朝
絵
篇
か
ら
菩
薩
御
廟
絵
篇
に
至
る
十
二
篇
を
収
あ
、
智
光
と
の
説
話
、
久
米
田
池
、
狭
山
池
等
の
行

基

の
社
会
活
動
に
関
す
る
も
の
や
東
大
寺
供
養
、
聖
武
天
皇
の
戒
師
と
し
て
の
役
割
、
最
後
は
菅
原
寺
入
滅
と
竹
林
寺
行
基
廟
の
説
明
で

終

わ

っ
て
い
る
。

さ
て
、
中
巻
の
行
基

の

「菩
薩
誕
生
絵
篇
第
十
二
」
を
見
る
と
、
そ
れ
は
王
仁
か
ら
高
志
佐
陀
知
に
至
る
系
譜

の
説
明
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
系
譜
説
明
は
中
巻
冒
頭
の

「
百
済
国
王
仁
来
朝
絵
篇
第
十

一
」

で
も
漢
高
祖
か
ら
王
仁
に
至
る
ま
で
の
系
譜
が
説
明
さ
れ
、
王
仁

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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三
代
前
か
ら
以
降
五
代
ま
で
は
我
国
の
八
世
紀
の
伝
承
に
も
と
つ
い
て
系
統
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
既
に
立
証

さ
れ
て
い
る
(
4
)
。
『絵

詞
』
に
と

っ
て
は
、
こ
の
煩
雑
と
も
言
え
る
系
譜
こ
そ
が
行
基
が
漢
の
高
祖
の
末
喬
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
重
要
な
叙
述
な
の

で
あ
る
。
漢
の
高
祖
に
ま
で
遡
り
、
漢
楚
の
闘
争
に

一
幅
の
絵
を
あ
て
る
ほ
ど
の
肩
入
れ
は
、
当
時
の
軍
談

へ
の
関
心
と
中
国
風
を
好
む

流
行

の
反
映
と
言
わ
れ
て
い
る
(
5
)
。
長
い
引
用
に
な
る
が
、
行
基
誕
生
讃

の

一
章
を
堀
池
春
峰
氏

の
翻
刻
文
(
6
)
よ
り
紹
介
し
て
み
た
い
。

○
菩
薩
誕
生
絵
篇
第
十
二

王
仁
号
二呉
徳
博
士
一
、受
二
封
戸
於
河
内
国
一
、食
二

菜
地
於
和
泉
郡
一
、其
子
孫
等
別
封
、
或
住
二古

市
郡
一
、或
住
二大
鳥
郷

一
、王
仁
子
日
二強
子
首

一
、

ミ

ミ
ミ
子
有
二三
人
一
、長
子
日
二
宇
爾
子
首
一
、

中
子
日
二博
浪
子
首
一
、少
子
日
二河
浪
子

首
一
、則
高
志
宿
禰
佐
陥
知
者
、
為
二
河
浪

子
玄
孫
一
、居
二
住
蜂
田
家
原
村

一
、干
レ時
天

智
天
皇
御
宇
白
鳳
八
年
戊
辰
行
基

(
マ
こ
)

菩
薩
詑
二生
河
内
国

一言
今
和

泉
国
分

和
泉
蜂
田

家
原
村
、
父
御
諦
日
高
志
佐
陥
知
、
母

(
マ
こ
)

御
諦
日
二蜂
田
薬
師
子

一
、産
出
刑
如
二心

太
一
、因
レ藪
従
納
二土
盆

一
、捧
二置
榎
俣

一
、正
錐
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レ歴
二
日
数

一
、敢
不
レ犯
二
禽
獣
一
、菱
修
行
者
、
望
二
夜

陰

一経
二行
彼
木
本
一
、微
音
幽
聞
、
如
二蚊
鳴
一
、則

奉
・読
二大
佛
頂
陀
羅
尼

一声
也
、
修
行
者
驚

奇
、

及
二
未
明
一尋
求
、
土
盆
中
有
二赤
児
一
、即
敬

礼
合
掌
而
抱
奉
レ還
、
父
母
夫
飛
鳥
、
鋪
レ頷
、

斑
虎
粉
レ乳
、
聖
人
之
出
世
、
奇
瑞
匪
レ
一
哉
、

こ
の
詞
章
で
理
解
出
来
る
こ
と
は
、
『行
状
記
』
と
の
共
通
語
が
多
く
、
特
に
父
が

「
高
志
宿
禰
佐
陥
知
」
と
明
記

さ
れ

て
い
る
の
は
他

の
文
献
で
は

『
行
状
記
』
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
同

一
の
資
料
に
依
拠
し
た
か
又
は
先
後
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
、
『行
状
記
』

の
成
立
も
正
和
五
年
か
ら
あ
ま
り
隔
た

っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
内
容

の
展
開
は
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
物
語
要
素
の
強
い

『
行
状
記
』
と
は
全
く
趣
を
別
に
す
る
。
『絵
詞
』
は
序
文
に
よ
る
と

「
菅
原
寺
之
本
記
」
を
参
考

に
し
、
中
巻
の
本
文
や
分
註
か
ら

『安

元
記
録
』
(
=
行
基
年
譜
)
、
『
日
本
書
紀
」
等
を
資
料
に
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
散
扶
の

『菅
原
寺
本
記
』

は

『行
基
年
譜
」

も

第

一
資
料
に
し
て
い
る
も
の
で
、
行
基
の
入
滅
し
た
菅
原
寺
に
は
行
基
に
関
す
る
記
録
や
伝
記
的
な
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
、
今
日
様
々
に
伝
わ
る
行
基
の
説
話
や
不
明
の
部
分
も
こ
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

行
基
の
異
常
誕
生
謂
は
本
篇
で
も

「聖
人
出
世
、
奇
瑞
匪
レ
一
哉
」
と
示
さ
れ
、
序
文
に
も

「
致
二
誕
生
之
異
端

-
者
、
為
二
菩
薩
之
正

宗

一也
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
<
行
基
伝
>
に

お
い
て
こ
の
異
常
誕
生
謂
は
行
基

の
聖
人
性
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
条
件

に

な

っ
て
い
る
。
『絵
詞
』
成
立
当
時
、
中
国
風
を
好
む
風
潮
の
中
で
、
百
済
王
子
の
末
商
行
基
が
漢

の
高
祖

に
ま
で
遡
源
さ
れ

て
い

っ
た

理
由
は
、
資
料
と
し
た

『行
基
年
譜
』

に
そ
う
し
た
系
譜
が
既
に
示
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
(
7
)
、
上
巻
の
冒
頭

「漢
高
祖
懐
妊
絵

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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密

教

文

化

篇
第

一
-
で
、
母
の
劉
嬬
が
雷
電
に
あ

っ
て
鮫
竜
と
交

っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
高
祖
の
異
常
誕
生
諌
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
(
8
)
、
両
者

に

は
聖
人
に
付
随
す
る
異
常
誕
生
讃
と
い
う
共
通
事
項
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
結
合
さ
れ
た
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

『行
基
年
譜
』

の

践
文
に
は
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
そ
う
い
う
連
想
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
高
祖
や
鹿
母
夫
人
の
比
喩
が
あ
り
、

ま
た
王
仁
が
漢
朝

の
貴

種

で
あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『絵
詞
」
に
お
け
る
行
基
の
異
常
誕
生
諺
は
、
既
に
名
高
い
漢
の
高
祖
の
〈
王
孫
〉
で
あ
る
と
い
う
聖
性
が
強
調
さ
れ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
完
全
に
聖
人
伝
説
の
体
系
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
3
)
『
行
基
菩
薩
講
式
』

『行
基
菩
薩
講
式
』
(高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
金
剛
三
昧
院
寄
託
本
)
(
9
)
は
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
か
ら
行
基
の
舎
利

発
見

(嘉
禎
元
年
=
一

二
三
五
)
以
後
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
行
基
追
慕
の
信
仰
を
も
と
に
そ
の
徳
を
讃
仰
す

る
仏
教
法
会
の
式
次
第

で
あ
る
。

行
基
の
舎
利
発
見
は
南
都
仏
教
界
の
復
興
の
機
縁
と
な
り
、
翌
年
の
六
月

(
一
二
三
六
年
)
に
は
京
都
で
開
帳
さ
れ
正
嘉
三
年
三
月

(
一

二
五
九
年
)
、
弘
長
元
年
四
月

(
一
二
六

一
年
)
、
弘
長
三
年
五
月

(
一
二
六
三
年
)
に
は
東
大
寺
大
仏
殿
で
盛
大
な
行
基
の
舎
利
供
養
会
が
行

わ
れ
て
い
る
。
遺
骨
の
出
土
し
た
生
駒
山
竹
林
寺
は
行
基
の
遺
体
を
茶
毘
に
付
し
、

そ
こ
を
墳
墓
と
定
め
た
地
で
あ
る
の
で
、
行
基
舎
利

供
養

の
目
的
も
当
時
荒
廃
し
て
い
た
竹
林
寺
を
再
興
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
律
宗
で
あ

っ
た
竹
林
寺
は
東
大
寺
戒
壇
院
、
唐
招
提
寺
と
関

係

が
深
く
、
凝
念
の

「竹
林
寺
略
録
」
(
一
三
〇
五
年
)
に
よ
る
と
、
舎
利
発
見
時
の
寂
滅
以
後
、
空
寂
、
迎
願
、
良
遍
、

圓
照
、

忍
空
等

が
歴
住
し
、
竹
林
寺
の
法
燈
を
伝
導
し
て
い
る
。
毎
年
二
月
二
日
の
命
日
に
大
法
会
が
厳
修
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
講
式
は
そ
う
い
う
時

か
又
は
御
恩
忌
に
講
錘
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
各
段
の
伽
陀
に
和
歌

(歌
頗
)
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
特
殊
な
講
式
で
、
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和
歌
を
多
く
残
し
て
い
る
行
基
の
徳
を
讃
え
る
に
は
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
形
式
を
整
え
て
い
る
。

本
講
式
は
五
段

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

一
段
は
本
地
を
文
殊
菩
薩
と
す
る
本
地
称
揚
門
、

二
段
は
文
殊
菩
薩
が

日
本
に
行
基
菩
薩
と
し

て
垂
述
し
奇
瑞
を
示
す
垂
迩
応
現
門
、

三
段
は
四
十
九
院
を
建
立
し
て
衆
生
利
益
に
つ
と
め
た
大
悲
利
生
門
、
四
段

は
行
基
が
深
く
関
わ
っ

た
跡
を
讃
仰
す
る
遺
跡
讃
嘆
門
、
そ
し
て
最
後
が
週
向
発
願
門
と
な

っ
て
い
る
。
行
基
の
出
生
か
ら
入
滅
に
至
る
ま

で
の
活
動
や
遺
戒
な

ど
が
遺
憾
な
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
講
式
全
体
か
ら
受
け
る
強
い
印
象
は
行
基
は
文
殊
の
垂
 
応
現
で
あ
る
と

い
う
所
謂

『霊
異
記
」

以
来
の
文
殊
の
化
身
説
で
あ
る
。
式
文
で
は
何
度
も
本
地
が
文
殊

で
あ
る
こ
と
の
強
調
が
な
さ
れ
、
文
殊
利
生
の
中

に
行
基
の
諸
活
動
が

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
構
図
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
講
式
で
は
行
基
が
文
殊

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
聖
人
化
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
構
図
を
踏
ま
え
た
上
で
、
行
基
の
誕
生
に
関
す
る
式
文
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
誕
生

に
関
す
る
記
事

は
表
白
と
第
二
段

の

垂
 
応
現
門
に
見
え
る
。

15

夫
行
基
菩
薩
之
徳
皇
矣
内
謹
秘
(二)深
位

一王
胤

16

假
宿
二蜂
田
下
賎
之
母
胎

一初
生
示
二
異
相

-嬰
児

17

即
顯
二馬
墓
小
國
之
人
身

一愛
上
智
明
敏
之
稟

18

レ性
也
其
性
宴
超
二凡
類

一大
乗
妙
理
之
癬
レ心
也

19

其
心
當
・謂
二神
童

一

(中
略
)

66

第
二
垂
迹
慮
現
門
者
吾
朝
錐
・多
三
)権
化
人

一四

67

海
普
彰
二
霊
徳
一者
行
基
菩
薩
也
慈
父
之
本

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開

-43-



密

教

文

化

68

性
不
・卑
百
済
王
種
之
末
孫
云
來
悲
母
之
内
徳
可
レ

69

仰
十
住
僧
祇
之
大
士
暇
現
愛
菩
薩
産
分
更
非
二

70

人
身
嬰
見
躰

一惟
レ之
暫
敬
手三
)置
緑
樹
一浄
侶
宿
分

71

幽
聞
三
)佛
頂
神
究
聲
一見
・之
有
二端
厳
赤
子
一告
而
示
二

72

父
母
l抱
而
令
三
)養
育
(一)然
問
少
齢
幻
童
之
時
以
二聚
沙

73

起
塔
-
為
・遊
獲
心
出
家
之
後
以
二法
寳
経
巻

(為
・翫

先
ず
、
表
白
文
に
見
え
る

「
王
胤
假
に
蜂
田
下
賎
之
母
胎

に
宿
す
」
と
い
う
文
章
か
ら

『行
状
記
』
と
同
じ
よ
う
に
母
方
を
低
い
者
と
み

な
し
、
父
方
は
第
二
段
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

「
本
姓
卑
し
か
ら
ず
」
と
百
済
王

の
末
孫

で
あ
る
こ
と
を
告
げ

て
い
る
。
王
仁
氏
が
百

済

の
王
孫
で
あ
る
こ
と
は

『
大
僧
正
舎
利
瓶
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
母
方

の
出
身
を
必
要
以
上

に
疑
め
て
い
る
こ
と

で
、
父
方
の
系
譜
が
持
ち
あ
が
る
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
表
白
文

に
あ
る

「初
生
に
異
相
を
示
す
」
と
い
う
こ
と
が
、
第
二
段

で

は

「人
身
嬰
児
の
躰
に
非
ず
」
と
簡
単
に
具
体
例
を
欠
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
.
「胞
衣
」
と
か

「心
太
」
と
表
現
す
る
に
は
大
衆

の
中
で
講
莚
さ
れ
る
講
式
だ
け
に
は
ば
か
り
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
榎
は
緑
樹

に
、
修
行
者
は
浄
侶
と
な

っ
て
、
ど
こ
と
な
く
講
錘
を

意
識
し
た
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
異
常
誕
生
讃
の
も

つ
本
質
は
か
わ
ら
な
い
。
異
常
誕
生

に
よ

っ
て
超
人
性

を
発
揮
す
る
と
い
う

モ
チ
ー
フ
は
、
こ
こ
で
は

「神
童
」
と
い
う
こ
と
ば
で
そ
の
聖
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
講
式
全
体

の
展
開
や
思
想

で
い
え
ば
、
人
界

を

は
る
か
に
超
え
た
文
殊
菩
薩
で
あ
る
が
た
あ
の
伏
線
的
役
割
に
こ
の
異
常
誕
生
調
の
意
味
は
集
約
さ
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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○
結

び

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
行
基
伝
承
に
お
い
て
そ
の
誕
生
諦
の
成
立
は
、
行
基
説
話
が
集
大
成
さ
れ
行
基
<
伝
>
記
化
す
る
時

に
付
帯

さ
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
、
異
常
の
出
生
の
た
め
に

一
時
木
の
股
と
い
う
異
界
と
の
境
界
に
捨
て
お
か
れ
、
そ

こ
か
ら
の
蘇
り
を
は
た

し

て
超
人
性
を
獲
得
す
る
と
い
う
異
常
誕
生
讃
の
モ
チ
ー
フ
は
、
行
基
の
高
僧
と
し
て
の
聖
性
を
高
め
る
聖
な
る
も

の
の
再
生

の
論
理

を
も

っ
て
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
出
来
あ
が

っ
た
行
基
の
誕
生
謂
は
、
『行
状
記
』
や

『絵
詞
』
や

『講
式
』
等
、

様
々
な

<
行
基
伝
>
に
組
み
こ
ま
れ
て
、
母
親
や
父
親
の
出
自
を
高
め
た
り
卑
し
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貴
種
の
聖
人
や
文
殊
の
応
現
と
い

う
超
越
的
な
人
物
造
型
に
不
可
分
に
か
か
わ
る
文
学
的
役
割
を
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
(
1
)漢

の
高
祖

は
母

の
嬬
女

が
雷
電

に
あ

っ
て
交
竜
と
交
わ

り
、

そ
の

後
懐
妊

し
た

(
『漢
書
』

「高
祖
本
記
」
)

(
2
)鹿
母

は
雌
鹿

が
梵
志

の
精
を

な
め
て
生

ま
れ
た
。
梵
予
王

の
第

二

夫
人
。

(
『雑
宝
蔵
経
」
の

「鹿
女
夫

人
縁
」
)

(
3
)井
上
薫
氏

『行
基
』

(吉

川
弘
文
館
人
物
叢
書
)

(
4
)吉
田
靖

雄
氏

『
日
本
古

代

の
菩

薩
と
民
衆
』
「
王
仁

の
系
譜

の
考

察
」
(吉
川
弘
文
館
昭
六
十
三
年
七
月
)

(
5
)堀
池
春
峰
氏

「
家
原
寺
蔵
行
基
菩
薩
縁
起
図

に
就

い
て
」
(仏
教
芸

術
48
、
昭
三
十
七
年
)

(
6
)
「
日
本
仏
教
」
5
昭

三
十

四
年

(
7
)
『
絵
詞
」
中
巻
最
初

の

「
百
済
国
王
仁
来
朝
絵
篇
第
十

一
」

の
漢

高
祖
か
ら
王
仁

に
至

る
系
譜

の
末
尾

に
分
註

で

「
已
上
見
安
元
記

録
」

と
あ

る
。

(
8
)
(略
)
是
号
二
漢
高
祖

一
、姓
劉
、

諦
邦
、

字
季
、

浦
豊

邑
中

陽
里
人
也
、

故

日
二浦

公

一
、容

儀

異
レ
人
、
隆
準
而
童
顔
美
、

髪
髭
、

左
股

有
二
七
十
二
黒
子

一
、
父
日
二太

公

(
、
母
日
二
劉

嬬

(
、
嘗
息
二
大
沢
破

-
、
時
雷
電
太
公
往
視
二
其

妻

「
、
見
こ
較
竜
於
其
上

一
、
因
已
而
有
レ
娠
、

遂
二
産
。

高

行
基
の
誕
生
説
話
と
そ
の
展
開
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密

教

文

化

祖

一
、易

日
、
飛
竜
在

レ天
、

利

レ見
二
大
人

一竜
帝
皇

之
象
也
、

故
為
二
漢
奇
瑞
之
初

(矣

(
9
)
「
高
野
山
大
学
国
語
国
文
」
(第
15
、
16
合
併
号
、
平
成
元
年
十
二
月
)

に
藤
森
賢

一
・
米
山
孝
子

の
共
同

で
翻
刻

<
付
記
>

本
稿
は
仏
教
文
学
会
、
説
話

・
伝
承
学
会
合
同
例
会

(平
成
五
年
二
月
二
十
三
日
)
で
の
発
表
草
稿
に
加
筆
、
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

席
上
、
諸
先
生
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
賜

っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
学
会
会
場

(札
幌
大
学
)

で
の
資
料
展
観
の
中

に

『浄
土
勧
化
三
國
往
生
傳
」
(六
巻
六
冊
、
袋
綴
、
元
禄
二
年
刊
)
が
あ
り
、
巻
第

一
の
行
基
の
誕
生
讃
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ

て
い

た
。

シ
ャ
ウ

タ
カ

シ

ウ
チ

イ
ヅ

ミ
ノ

オ
ホ
ト
リ
ノ
コ
ホ
リ

タ
ン
シ
ャ
ウ

ホ
ウ

エ

マ
ト
ヒ

タ

ト

ヘ

ゴ
ト
ク

ウ
マ

キ

ヰ

行
基
姓

ハ
高
志
氏
和
泉
國
大
鳥

郡
ノ
人
也
誕

生
ノ
時
胞
衣
ヲ
身

二
纒

假
令
バ
袋
ノ
如

ニ
シ
テ
生
レ
リ
父
母
奇
異

ノ
思
ヒ
ヲ
成
ス
サ
レ

ス
ツ

ヤ
ウ

ナ
ウ

キ
ノ
マ
タ

ヲ
ケ

ミ
ャ
ウ
チ
ョ
ウ

ク

ア
ザ
ヤ
カ

ト
モ
捨

ベ
キ
様

モ
無

y
庭
前
ノ
梧
極

ニ
ア
ゲ
置
リ
明

朝

コ
レ
ヲ
見
ル
ニ
男
子
中
ヨ
リ
出
テ
四
五
歳
ノ
子
ノ
如

物

イ
フ
事
鮮
歴
ナ
リ
其

イ
ダ
キ

ヤ
ゥ
イ
ク

マ
ゝ
抱
ト
リ
テ
養
育

ス

出
典
は

「
已
上
往
生
記
井
釈
書
ノ
十
四
ノ
巻
井
傳
記
等

ノ
意
」
と
明
記
さ
れ
、
近
世

の
行
基
説
話
受
容
の

一
端
が
知

ら
れ
て
興
味
深
い
。

資
料
を
展
示
、
提
供
し
て
下
さ

っ
た
会
場
校
の
高
橋
伸
幸
先
生

に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
行

基
、
行
基
法
、
誕
生
説
話
、
異
常
誕
生
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